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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の生体情報についてのトレンドグラフを取得するトレンドグラフ取得部と、
　前記トレンドグラフ取得部によって取得された複数のトレンドグラフのうち、異なるパ
ラメータに関する２つ以上のトレンドグラフを、同一座標上にオーバーラップさせて表示
する表示部と、
　を具備し、
　前記オーバーラップされたトレンドグラフは、始点が同一位置となるように位置合わせ
されている、
　生体情報モニタ。
【請求項２】
　前記オーバーラップされるトレンドグラフは、血圧のトレンドグラフと心拍数のトレン
ドグラフとを含む、
　請求項１に記載の生体情報モニタ。
【請求項３】
　前記オーバーラップされるトレンドグラフは、
　・心電図のＳＴの変化を表すトレンドグラフと心拍数のトレンドグラフとを含む、
　・血液の灌流指標（ＰＩ：Perfusion Index）の変化を表すトレンドグラフと血圧のト
レンドグラフとを含む、
　・肺の換気量のトレンドグラフと肺からのＣＯ２濃度のトレンドグラフとを含む、



(2) JP 6243652 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

　・肺の換気量のトレンドグラフとＳｐＯ２のトレンドグラフとを含む、
　又は、
　・肺に送られる酸素濃度のトレンドグラフとＳｐＯ２のトレンドグラフとを含む、
　請求項１に記載の生体情報モニタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報モニタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体情報モニタは、心電図、血圧及び酸素飽和度などの生体情報を計測し、その計測値
及び波形をディスプレイに一括表示することができる。生体情報モニタの例としては、病
室などのベッドサイドに設置して使用されるベッドサイドモニタやナースステーションな
どに設置して使用されるセントラルモニタなどがある。
【０００３】
　生体情報モニタに表示された計測値及び波形を見ることで、医療従事者（医師及び看護
師など）は、患者の容体を把握することができる。また、生体情報モニタは一般に、計測
値の異常などが生じたときにアラーム音などにより異常を通知するアラーム機能を有する
ため、医療従事者は、患者の異常を即座に知ることができる。
【０００４】
　生体情報モニタには、上記アラーム機能のほかにも、過去の所定期間における計測値の
経過をトレンドグラフとして表示するトレンドグラフ表示機能や、不整脈解析を行う機能
など、様々な機能が付加されており、多機能化及び高機能化が進んでいる。トレンドグラ
フ表示機能については、例えば特許文献１に記載されている。
【０００５】
　従来の生体情報モニタにおいては、上記のように多機能化及び高度化が進んでいるだけ
でなく、画面の表示態様も多様化してきている。例えば特許文献２記載の装置では、アラ
ームの種別又は緊急度を示す画面を表示させるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－２４８７９３号公報
【特許文献２】特開２００８－２００１１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述したように、従来の生体情報モニタはアラーム機能を有するので、医療従事者は、
生体情報に異常があり、患者が重篤な状態であることを、アラームによって容易に知るこ
とができ、非常に便利である。
【０００８】
　しかしながら、実際には、患者の症状の程度や傾向、原因などの判断は、医師がディス
プレイに表示されたカレント波形や計測値、トレンドグラフなどを総合的に観察すること
で行われる。従って、カレント波形や計測値、トレンドグラフなどから的確かつ迅速な症
状判断を行うためには、医師は十分な経験を有している必要がある。逆に言うと、生体情
報に基づく症状判断に対して十分な経験を有していない医師は、的確かつ迅速な症状判断
を行うのが困難である。
【０００９】
　本発明は、以上の点を考慮してなされたものであり、医療従事者に対して的確かつ迅速
な症状判断を促すことができる生体情報モニタを提供する。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　本発明の生体情報モニタの一つの態様は、
　複数の生体情報についてのトレンドグラフを取得するトレンドグラフ取得部と、
　前記トレンドグラフ取得部によって取得された複数のトレンドグラフのうち、異なるパ
ラメータに関する２つ以上のトレンドグラフを、同一座標上にオーバーラップさせて表示
する表示部と、
　を具備し、
　前記オーバーラップされたトレンドグラフは、始点が同一位置となるように位置合わせ
されている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、医療従事者に対して的確かつ迅速な症状判断を促すことができる生体
情報モニタを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態に係る生体情報モニタの構成を示すブロック図
【図２】実施の形態による表示画像を示す図
【図３】オーバーラップされたトレンドグラフを示す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の発明者は、経験のある医師が生体情報をどのように観察して患者の症状を判断
しているのかを検討した。そして、発明者は、経験のある医師は異なるパラメータに関す
る複数のトレンドグラフ間の関係に基づいて症状を判断している、ということを見出した
。ここで、生体情報のパラメータとは、血圧、肺の換気量、心拍数、ＳｐＯ２などのこと
である。従って、異なるパラメータとは、例えば、血圧と肺の換気量のことである。経験
のある医師は、異なるパラメータに関するトレンドグラフ間での相対的変化を考察するこ
とで、症状を判断している場合が多い。しかし、従来はどのトレンドグラフ間の関係を考
察すれば良いかは、医師の経験や知識に委ねられている。さらに、各トレンドグラフは、
ディスプレイ上の異なる位置や異なる画面（ページ）に表示されているので、トレンドグ
ラフ間の関係をひと目で把握するのは難しい。
【００１４】
　そこで、本発明では、症状判断の基となる複数のトレンドグラフを同一座標上にオーバ
ーラップさせて表示する。これより、経験のある医師が症状の判断時に頭の中で考察して
いることと同じことを模した表示を行うことができ、この結果、経験の少ない医師に対し
ても、的確かつ迅速な症状判断を促すことができるようになる。
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
　＜全体構成＞
　図１は、本実施の形態の生体情報モニタ１００の構成を示すブロック図である。生体情
報モニタ１００は、コネクタ部１０１を有する。コネクタ部１０１は、患者に装着された
生体情報検出部を生体情報モニタ１００に接続するためのコネクタである。コネクタ部１
０１には、心電図を検出するための心電電極１１１、血圧を検出するための血圧測定用カ
フ１１２、体温を検出するための体温センサ１１３、ＳｐＯ２を検出するためのＳｐＯ２

センサ１１４、及び心拍出量を検出するための心拍出量センサ１１５等の生体情報検出部
が接続される。勿論、コネクタ部１０１には、これ以外の生体情報検出部が接続されても
よい。コネクタ部１０１は、接続された生体情報検出部と計測処理部１０２との間のイン
タフェースとして機能する。
【００１７】
　計測処理部１０２は、所定の計測処理を実行することで、コネクタ部１０１に接続され
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た生体情報検出部（心電電極１１１、血圧測定用カフ１１２、体温センサ１１３、ＳｐＯ

２センサ１１４及び心拍出量センサ１１５）を用いて患者の生体情報を計測する。なお、
上記生体情報検出部を用いた各パラメータに関する生体情報の計測方法については従来周
知のものを適用可能であるため、ここではその詳細な説明を省略する。また、計測処理部
１０２は、計測した生体情報を記憶部１０３に記憶させる。
【００１８】
　カレント波形形成部１０４は、計測処理部１０２で得られた計測結果を用いて各生体情
報のカレント波形を形成する。トレンドグラフ形成部１０５は、記憶部１０３に記憶され
ている計測処理部１０２の計測結果を用いて血圧、心拍数、ＳｐＯ２などの各パラメータ
に関するトレンドグラフを形成する。本実施の形態の場合、トレンドグラフ形成部１０５
は、各パラメータについて３０分の時間長のショートトレンドグラフを形成するようにな
っている。
【００１９】
　表示制御部１０６は、カレント波形形成部１０４で形成されたカレント波形、トレンド
グラフ形成部１０５で形成されたトレンドグラフ、及び記憶部１０３に記憶されている計
測結果を用いて、ディスプレイ１０７に表示させるための表示画像を形成し、その表示画
像をディスプレイ１０７に表示させる。
【００２０】
　ディスプレイ１０７は、例えばタッチパネル付き液晶表示器であり、生体情報を表示す
る表示機能を有するだけでなく、操作者による入力操作を受け付ける入力部としての機能
も有する。具体的には、ディスプレイ１０７は、操作者によるタッチ操作に応じた操作信
号を表示制御部１０６に送出することにより、ディスプレイ１０４の表示形式を変更でき
る。また、ディスプレイ１０７は、操作者によるタッチ操作に応じた操作信号を計測処理
部１０２に送出することにより、計測モードの変更を行うことができる。
【００２１】
　操作部１０８は、生体情報モニタ１００の筐体前面に設けられた操作ボタン（例えば電
源スイッチ、測定開始／停止ボタン、データ記録ボタンなど）、及び生体情報モニタ１０
０に接続されたマウスやキーボードなどの操作入力部を含む。操作部１０８からの操作信
号により、表示制御部１０６での表示制御動作や、計測処理部１０２での計測動作が制御
される。
【００２２】
　アラームインジケータ１０９は、生体情報モニタ１００の筐体上部に設けられており、
計測処理部１０２によって生体情報に異常が生じたと検知されたときに例えば赤色に発光
するようになっている。
【００２３】
　＜表示画像＞
　次に、図２及び図３を用いて、生体情報モニタ１００のディスプレイ１０７に表示され
る、本実施の形態における生体情報の表示形態について説明する。
【００２４】
　図２は、ディスプレイ１０７に表示された表示画像の例を示す。表示画像は、大きく分
けて、カレント波形表示エリア２０１と、ショートトレンド表示エリア２０２と、計測値
表示エリア２０３と、メニューバー表示エリア２０４と、から構成されている。勿論、こ
れらのエリアに加えて、患者情報表示エリアなどを表示してもよい。
【００２５】
　カレント波形表示エリア２０１には、カレント波形形成部１０４によって形成されたカ
レント波形が表示される。図２の例では、上から順に、心電図（ＥＣＧ１、ＥＣＧ２）、
酸素飽和度（ＳｐＯ２）、観血血圧（ＡＲＴ）、中心静脈圧（ＣＶＰ）、呼吸気中の炭酸
ガス濃度（ＣＯ２）及び呼吸気中のセボフルラン濃度（ＳＥＶ）の各波形が、表示されて
いる。因みに、カレント波形表示エリア２０１では、横軸の２５［ｍｍ］が１［秒］を表
す。
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【００２６】
　ショートトレンドグラフ表示エリア２０２には、トレンドグラフ形成部１０５によって
形成されたトレンドグラフが表示される。図２の例は、３０分間のショートトレンドグラ
フが表示される。因みに、本実施の形態の場合、ショートトレンドグラフの分解能（サン
プリング間隔）は５秒とされている。分解能はこれ以外でもかまわないが、ショートトレ
ンド波形を滑らかに表示できる程度の分解能であることが好ましい。
【００２７】
　なお、カレントグラフ、トレンドグラフ及び計測値は、各パラメータに応じて色分けさ
れている。例えば、血圧に関するものは赤色、心電図・心拍に関するものは緑色、血液に
関するものは黄色で表示されている。これにより、ユーザは、どのグラフがどのパラメー
タを示しているかをひと目で認識できる。
【００２８】
　本実施の形態の場合、ショートトレンドグラフ表示エリア２０２の一番上の位置には、
異なるパラメータに関する２つ以上のトレンドグラフを同一座標上にオーバーラップさせ
て表示した、トレンドグラフオーバーラップ表示エリア２０２ａ、２０２ｂが表示されて
いる。トレンドグラフオーバーラップ表示エリア２０２ａには、血圧のトレンドグラフと
、心拍数のトレンドグラフと、がオーバーラップして表示されている。トレンドグラフオ
ーバーラップ表示エリア２０２ｂには、酸素飽和度（ＳｐＯ２）のトレンドグラフと、呼
吸気中の炭酸ガス濃度（ＣＯ２）のトレンドグラフと、呼吸数（ＲＲ）のトレンドグラフ
と、がオーバーラップして表示されている。トレンドグラフオーバーラップ表示エリア２
０２ａについては、図３を用いて後で詳しく説明する。
【００２９】
　トレンドグラフオーバーラップ表示エリア２０２ａの下には、酸素飽和度（ＳｐＯ２）
、呼吸気中の炭酸ガス濃度（ＣＯ２）、呼吸数（ＲＲ）、主肺動脈圧（ＰＡＰ）、観血血
圧（ＡＲＴ）、中心静脈圧（ＣＶＰ）、体温（Ｔ２：例えば直腸温）、呼吸気中の炭酸ガ
ス濃度（ＣＯ２）、の各トレンドグラフが順次表示される。
【００３０】
　計測値表示エリア２０３には、心拍数（ＨＲ）の平均値、酸素飽和度（ＳｐＯ２）、灌
流指標（ＰＩ：Perfusion Index）、非観血血圧（ＮＩＢＰ）、観血血圧（ＡＲＴ）、中
心静脈圧（ＣＶＰ）、体温（Ｔ１：例えば皮膚温、Ｔ２：例えば直腸温）、呼吸気中の炭
酸ガス濃度（ＣＯ２）、呼吸数、呼吸気中のセボフルラン濃度（ＳＥＶ）、呼吸気中の酸
素濃度（Ｏ２）、呼吸気中の笑気ガス濃度（Ｎ２Ｏ）、の各計測値が表示される。
【００３１】
　メニューバー表示エリア２０４には、メニューバーが表示される。メニューバー表示エ
リア２０４において、メニューバーを構成する「ホーム」及び「メニュー」などの各矩形
領域は、入力領域となっている。例えば、「メニュー」という表記を有する箇所に触れる
と、モニタリング全般の設定操作メニューを提示する設定操作用画像がサブ画像として表
示され、モニタリング全般の設定操作が可能となる。
【００３２】
　ここで、表示対象の生体情報の種類（すなわちパラメータ）及び表示位置は、タッチパ
ネル構成のディスプレイ１０７や操作部１０８を用いた、設定操作により適宜変更可能で
ある。
【００３３】
　次に、図３を用いて、トレンドグラフオーバーラップ表示エリア２０２ａについて説明
する。
【００３４】
　トレンドグラフオーバーラップ表示エリア２０２ａには、観血血圧（ＡＲＴ）の最低血
圧３０１、最高血圧３０２、平均血圧３０３のショートトレンドグラフと、心拍数（ＨＲ
）４０１のショートトレンドグラフと、がオーバーラップして表示されている。つまり、
トレンドグラフオーバーラップ表示エリア２０２ａには、血圧をパラメータとしたトレン
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ドグラフと、心拍数をパラメータとしたトレンドグラフと、がオーバーラップして表示さ
れている。これにより、トレンドグラフオーバーラップ表示エリア２０２ａを見れば、シ
ョートトレンドグラフ上での血圧の変化傾向と心拍数の変化傾向との相対関係をひと目で
確認できる。因みに、心拍数は基本的には脈拍数と同じ値を示すので、心拍数を脈拍数と
読み換えてもよい。
【００３５】
　なお、図３の例では、非観血血圧（ＮＩＢＰ）を示す縦棒５０１も表示されている。縦
棒５０１の下端が最低血圧を示し、上端が最高血圧を示す。図３の例では、非観血血圧（
ＮＩＢＰ）を示す縦棒５０１が３０分の間に８個表示されている。これにより、図３の例
では、観血血圧の変化傾向と心拍数の変化傾向との関係に加えて、非観血血圧の変化傾向
と心拍数の変化傾向との関係もひと目で確認できる。非観血血圧の計測間隔は、あらかじ
めプリセットされた、連続・１分・２分・２．５分・５分…といった値をディスプレイ１
０７のタッチパネルまたは操作部１０８を通じて選択可能である。
【００３６】
　ここで、血圧値のトレンドグラフと、心拍数のトレンドグラフとを同一座標上にオーバ
ーラップさせて表示するにあたっては、オーバーラップのさせ方が重要である。勿論、時
間軸である横軸は、血圧と心拍数とで同一となるように合わせる。縦軸は、血圧の単位が
ｍｍＨｇであり、心拍数の単位がｂｐｍであるので単位が異なる。ただし、血圧と心拍数
の場合は、単位は異なっていても数値同士が比較的近いので、縦方向の調整は必要ない。
【００３７】
　これに対して、オーバーラップさせるパラメータの組合せによってはトレンドグラフ同
士が大きく離れてしまい、その相対関係を把握し難くなるため、縦方向の調整が必要な場
合もある。この調整は、例えば、各パラメータのトレンドグラフの始点が縦軸方向で同一
となるように縦軸方向の位置合わせを行えばよい。また、調整は、例えば、パラメータ毎
の基準値（例えば平均値など）を設けておき、この基準値が一致するように、トレンドグ
ラフを縦方向にシフトすることで行うようにしてもよい。このような調整を行うことで、
トレンドグラフを互いに近づけて表示できるので、トレンドグラフ間の相対関係が把握し
易くなる。
【００３８】
　医師は、図２及び図３の表示を見ることで、例えば以下の（１）～（４）のような場合
分けを行って、的確かつ迅速な患者の症状判断を行うことができるようになる。
【００３９】
　（１）心拍数及び血圧が共に上昇している場合。この場合は、交感神経に起因している
ことが多い。例えば麻酔覚醒時にこのような症状が現れ、対処の緊急度は低いと判断でき
る。
【００４０】
　（２）心拍数及び血圧が共に下降している場合。この場合は、迷走神経に起因している
ことが多い。例えば麻酔中にこのような症状が現れ、最悪の場合には心停止する危険があ
るので注意が必要である。
【００４１】
　（３）心拍数は上昇しているが、血圧は下降している場合。この場合は、患者が出血な
どに起因するショック症状を起こしていることが多い。患者は、重篤であり、対処の緊急
度は非常に高いと判断できる。
【００４２】
　（４）心拍数は下降しているが、血圧は上昇している場合。この場合は、血管収縮に起
因していることが多い。対処の緊急度は低いと判断できるが、脳内亢進も考えられるので
、注意が必要である。
【００４３】
　本実施の形態のように、トレンドグラフをオーバーラップさせると、特に上記（３）や
（４）のように、一方の波形が上昇し他方の波形が下降していること、及び、何時そのよ
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うな状況になったかを、すぐに見つけることができるようになる。
【００４４】
　なお、上述の実施の形態では、オーバーラップするトレンドグラフが心拍数のトレンド
グラフと血圧のトレンドグラフである場合について述べたが、オーバーラップするトレン
ドグラフはこれに限らない。例えば以下のようなトレンドグラフ同士をオーバーラップさ
せて表示すれば、症状判断のサポートとなり得る。
【００４５】
　・心電図のＳＴの変化を表すトレンドグラフと心拍数のトレンドグラフとをオーバーラ
ップさせて表示する。この場合、医療従事者は、ＳＴが下降し、心拍数が上昇していると
きには、患者の心臓の状態が悪いと判断できる。
【００４６】
　・血液の灌流指標（ＰＩ：Perfusion Index）の変化を表すトレンドグラフと血圧のト
レンドグラフとをオーバーラップさせて表示する。この場合、医療従事者は、血圧の灌流
指標が変化していないにもかかわらず、血圧が変化しているときには、血圧の変化の原因
が血管以外にあると判断できる。
【００４７】
　・肺の換気量のトレンドグラフと肺からのＣＯ２濃度のトレンドグラフとをオーバーラ
ップさせて表示する。この場合、医療従事者は、換気量が上昇しているにもかかわらず、
ＣＯ２濃度が上昇しないときには、肺でのガス交換がうまくいっていないと判断できる。
【００４８】
　・肺の換気量のトレンドグラフとＳｐＯ２のトレンドグラフとをオーバーラップさせて
表示する。この場合、医療従事者は、換気量が上昇しているにもかかわらず、ＳｐＯ２が
上昇しないときには、肺で酸素がうまく取り込めていないと判断できる。
【００４９】
　・肺に送られる酸素濃度のトレンドグラフとＳｐＯ２のトレンドグラフとをオーバーラ
ップさせて表示する。この場合、医療従事者は、与えている酸素濃度が上昇しているにも
かかわらず、ＳｐＯ２が上昇しないときには、肺で酸素がうまく取り込めていないと判断
できる。
【００５０】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、複数の生体情報についてのトレンドグラ
フを形成するトレンドグラフ形成部１０５と、トレンドグラフ形成部１０５によって形成
された複数のトレンドグラフのうち、異なるパラメータに関する２つ以上のトレンドグラ
フを同一座標上にオーバーラップさせて表示する表示部（表示制御部１０６、ディスプレ
イ１０７）と、を設けたことにより、医療従事者に対して的確かつ迅速な症状判断を促す
ことができる生体情報モニタ１００を実現できる。
【００５１】
　また、オーバーラップさせるトレンドグラフとして、ショートトレンドグラフを用いた
ことにより、同一画面にトレンドグラフとカレント波形の両方を表示し易くなる。因みに
、ショートトレンドとは、上述の実施の形態のように３０分の期間のトレンドや、それに
近いトレンドのことを言う。ショートトレンドとは、例えば１時間未満のトレンドのこと
である。１時間以上のトレンドをオーバーラップさせてもよいが、１時間以上のトレンド
は、比較的短い時間で起こった急激な変化が波形上で埋没してしまい、波形上に現れない
場合が多い。よって、短時間での急激な変化がトレンド波形上に現れるショートトレンド
をオーバーラップさせることがより好ましい。
【００５２】
　また、同一画面に、オーバーラップされたトレンドグラフとともに、カレント波形を表
示したことにより、オーバーラップされたトレンドグラフに基づいて大まかな症状判断を
行い、それと同一画面に表示されたカレント波形に基づいて症状確認と詳細な症状判断を
速やかに行うことができるようになる。但し、オーバーラップされたトレンドグラフと、
カレント波形とを、必ずしも同一画面に表示する必要はなく、別画面に表示してもよい。
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　さらに、図２及び図３に示すように、オーバーラップさせたトレンドグラフの間の領域
に色を付けて表示するようになっている。これにより、色付けされた帯状の領域が表示さ
れる。この結果、ユーザは、この帯状の領域の変化を見ることで、トレンドグラフ間の相
対的な変化の様子をより容易に認識できるようになる。なお、図３では、最低血圧３０１
と最高血圧３０２の間を色付けした場合が示されている。このようにすることで、最低血
圧３０１と最高血圧３０２との差や、最低血圧３０１と最高血圧３０２の間に心拍数４０
１が収まっているかなどを、ひと目で確認できる。なお、色付けするのは、最低血圧３０
１と最高血圧３０２の間に限らない。
【００５４】
　なお、上述の実施の形態では、生体情報モニタ１００がベッドサイドモニタである場合
について述べたが、本発明は、生体情報モニタがセントラルモニタである場合にも適用可
能である。具体的には、ベッドサイドモニタ（実施の形態における生体情報モニタ１００
）の場合には、自装置でトレンドグラフを形成することによりトレンドグラフを取得した
が、セントラルモニタの場合には、ベッドサイドモニタで形成したトレンドグラフ又は計
測値をベッドサイドモニタから取得すればよい。いずれにしても、生体情報モニタは、複
数種類の生体情報についての複数のトレンドグラフを得るトレンドグラフ取得部（ベッド
サイドモニタの場合には、計測処理部１０２、記憶部１０３、トレンドグラフ形成部１０
５に相当し、セントラルモニタの場合には、ベッドサイドモニタとの通信を行う通信部に
相当する）を有し、このトレンドグラフ取得部で取得したトレンドグラフを用いて上述の
実施の形態のような表示を行うようにすればよい。
【００５５】
　上述の実施の形態は、本発明を実施するにあたっての具体化の一例を示したものに過ぎ
ず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないものである。す
なわち、本発明はその要旨、またはその主要な特徴から逸脱することなく、様々な形で実
施することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明は、トレンドグラフを表示する生体情報モニタに適用可能である。
【符号の説明】
【００５７】
　１００　生体情報モニタ
　１０１　コネクタ部
　１０２　計測処理部
　１０３　記憶部
　１０４　カレント波形生成部
　１０５　トレンドグラフ形成部
　１０６　表示制御部
　１０７　ディスプレイ
　１０８　操作部
　１０９　アラームインジケータ
　２０１　カレント波形表示エリア
　２０２　ショートトレンド表示エリア
　２０２ａ、２０２ｂ　トレンドグラフオーバーラップ表示エリア
　２０３　計測値表示エリア
　２０４　メニューバー表示エリア
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